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【
朝
礼
台
】 

企
業
か
ら
学
校
に
求
め
ら
れ
る
こ
と 

先
般
、
産
業
界
と
学
校
の
代
表
が
集
ま
り
、
意
見

交
換
や
情
報
交
換
を
行
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
企
業
側
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
対
人
関
係
能
力
、
基
本
的
マ
ナ
ー
等
、
職
業
人

と
し
て
の
基
礎
的
資
質
・
能
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ

か
ら
の
様
々

交
流
の
場
が

に
あ
っ
て
、

て
い
る
こ
と

地
域
の
優
れ

し
た
り
、
企

入
れ
た
り
す

会
を
で
き
る

生
の
現
実
を

や
ボ
ラ
ン
テ

か
ら
、
幅
広

う
取
り
組
み

 

校
長
よ
り
） 

ま
る
。

【
木女し

 

『

 

先

 

う
【
歓
声
】 

い
た
言
葉
だ
。
さ
て
、
も
う
す
ぐ
、
三
年
生
が
卒
業
式

迎
え
る
。
こ
の
高
農
で
、
花
が
咲
く
よ
う
に
成
果
が
あ

た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
未
だ
そ
れ
を
実
感
し
て
い
な
い

も
い
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
彼
ら
に
は
、
田
に
素
足
を
入

、
花
の
根
元
に
そ
っ
と
水
を
や
り
、
生
ま
れ
た
ば
か
り

子
豚
を
抱
き
か
か
え
、
炎
天
下
の
グ
ラ
ン
ド
で
滴
る
汗

ぬ
ぐ
い
・
・
、
パ
ン
生
地
を
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
包
ん

三
年
間
が
あ
る
。
凄
惨
な
事
故
・
事
件
が
後
を
絶
た
な

が
本
校
卒
業
生
に
は
無
縁
で
あ
る
。
農
業
を
通
し
て
常

自
然
や
生
命
と
触
れ
て
学
習
し
た
一
〇
九
五
日
。
諸

、
こ
の
三
年
間
は
誇
っ
て
良
い
。
一
〇
六
回
目
の
卒
業

が
平
成
十
七
年
三
月
一
日
、
午
前
十
時
か
ら
始

 

第５号でもご紹介した昨年12月23日に倉敷市芸文館ホ 
ールで開催された興陽高等学校との合同演奏会の様子。 
指揮は本校教諭松岡聡教諭（生物工学科）です。 

☆
２
月
５
日
（
土
）
高
松

地
区
駅
周
辺
清
掃
奉
仕

活
動
に
本
校
サ
ッ
カ
ー

部
・
生
徒
会
役
員
ら
の
十

六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

朝
の
１
時
間
で
し
た

、
地
域
の
人
と
一
緒
に

し
く
活
動
し
ま
し
た
。 

本
校
生
徒
会
は
こ
れ

で
も
落
書
き
消
し
、
清

な
ど
地
道
に
独
自
の

動
も
し
て
い
ま
す
。 

朝
練
習
は
一
日
も
休
む
こ
と
は
な
い
。 
ラ
グ
ビ
ー
部
・
1
月
２９
日
・
岡
山
県
ラ
グ
ビ
ー
新

 人

会
・
高
松
農
業

理
大
付
５
―
５３
朝
日
。
大
健
闘
。 

・

員
室
】
本
校･

内
田
康
晴
教
諭
（
数
学
科
主
任
）
が

月
２６
日
に
東
京
・
日
経
ホ
ー
ル
で
開
催
の
文
部
科
学

主
催
の
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
調
査
か
ら
見
る
日
本
の
教
育
」

い
う
講
演
に
参
加
。
講
師
は
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
シ
ュ

イ
ヒ
ャ
ー
氏
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育
局
指
標
分
析
課
長
）
。

告
で
は
、
日
本
の
生
徒
の
学
力
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ

家
庭
学
習
時
間
は
最
低
。
数
学
の
力
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

だ
が
、
皆
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
は
学
力

が
大
き
い
国
の
一
つ
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
よ
う
に

の
学
校
も
同
レ
ベ
ル
で
学
力
の
高
い
国
も
あ
る
と
の

旧
岡
山
県
農
学
校 
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ごたっ３もねきものわ
【
し徒かのも

【
お卒絡す
感
じ
で
す

【左た動に

漏
れ
日
】
昨
年
の
秋
、
本
校
の
農
場
を
訪
れ
た

の
子
か
ら
お
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

び
っ
く
り
大
は
っ
け
ん
』

 
 
 
 
 
 
 

生
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
へ 

し
の
あ
か
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
お
め
で
と
う

ざ
い
ま
す
。
わ
た
し
も
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
が
見

か
っ
た
け
れ
ど
そ
の
日
は
、
ひ
か
り
く
ら
ぶ
だ

た
か
ら
見
れ
な
か
っ
た
よ
。
で
も
、
ま
た
２
・

日
ご
に
生
ま
れ
る
か
ら
見
ら
れ
る
か
も
。
で

、
朝
か
、
昼
か
、
夜
生
ま
れ
る
か
わ
か
ら
な
い

。
ま
た
、
見
れ
る
日
は
見
れ
る
。
見
れ
な
い
と

は
見
れ
な
い
っ
て
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
る

ん
ね
。
あ
の
う
し
か
わ
い
か
っ
た
よ
。
き
の
う

５
時
に
う
ま
れ
て
女
の
子
だ
よ
ね
。
す
ご
く
か

い
か
っ
た
よ
。 
 
 
 

庄
内
小
学
校
・
女
子 

せ
せ
ら
ぎ
】
と
に
か
く
生
徒
さ
ん
が
礼
儀
正

い
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
生

さ
ん
が
、
朝
早
く
学
校
に
行
く
の
を
駅
で
見

け
ま
す
け
れ
ど
頑
張
っ
て
い
ま
す
ね
。
農
場

野
菜
を
売
り
に
来
ら
れ
る
生
徒
さ
ん
た
ち

、
礼
儀
正
し
い
の
で
と
て
も
良
い

。

高
松
・
女
性
・
四
十
四
歳, 

し
ら
せ
】
最
近
、
本
校
職
員
の
名
を
名
乗
っ
て
、

業
生
宅
な
ど
に
百
十
周
年
の
寄
付
を
募
っ
た
り
連

方
法
を
聞
く
な
ど
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
い
ま

。
こ

こ
と
は
本
校
と
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。 

の
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こでゴ
といな校

【○ 

レ
ス
リ
ン
グ
部
・
1
月
２９
～
３０
日
、
水
島
緑
地
福
田

公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
２０
回
中
国
高
校
選
抜

レ
ス
リ
ン
グ
大
会
」
に
本
校
か
ら
団
体
戦
と
個
人
戦
に
総

勢
１４
名
が
参
加
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
出
場
の
団
体
戦
で

は
２
回
戦
で
隠
岐
島
前
高
校
（
島
根
県
）
に
６
―
１
で
快

勝
。
続
く
鳥
取
中
央
育
英
高
校
（
鳥
取
県
）
に
３
―
４
で

惜
し
く
も
敗
れ
、
決
勝
進
出
を
逃
し
た
。
し
か
し
、
３
位

に
入
賞
し
、
本
校
と
し
て
初
め
て
全
国
選
抜
大
会
出
場
を

決
め
た
。
続
く
個
人
戦
で
は
、
50
kg
級
で
県
大
会
第
３

位
で
補
欠
だ
っ
た
横
畑
翔
太
く
ん(

農
業
土
木
科
２
年)

が

県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
棄
権
し
た
た
め
急
遽
繰
り
上
げ
出

場
し
、
無
欲
で
勝
ち
進
み
初
優
勝
し
た
。
さ
ら
に
60
kg

級
・
第
２
位
・
大
道
翔
貴
く
ん
（
農
業
土
木
科
２
年
）、
84

kg
級
・
第
１
位
・
金
光
正
浩
く
ん
（
園
芸
科
学
科
２
年
）、

96
kg
・
第
４
位
・
安
原
涼
平
く
ん
（
生
物
工
学
科
２
年
）
、

120
kg
・
第
４
位
・
時
信
光
一
く
ん
（
農
業
土
木
科
１
年
）

と
好
成
績
を
あ
げ
た
。
こ
の
結
果
、
横
畑
・
金
光
・
大
道

く
ん
（
前
出
）
の
３
人
が
個
人
で
も
全
国
大
会
へ
切
符
を

手
に
入
れ
た
。
３
月
27
～
29
日
の
新
潟
県
で
開
催
さ
れ

全
国
大
会
に
は
団
体
・
個
人
と
も
に
出

 

放
課
後
】
生
徒
の
部
活
動
・
課
外
活
動
の
こ
と 

る
○ 

第
４
回
人
見
絹
枝
杯
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
表
彰
・
【
レ
ス 

場
す
る
。

リ
ン
グ
】
・
農
業
土
木
科
３
年
・
高
林
努
く
ん
（
国
体
少

年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
１
２
０
ｋ
ｇ
級
第
２
位
、
高
校

総
体
個
人
１
２
０
ｋ
ｇ
級
第
３
位
）
。【
ラ
イ
フ
ル
射
撃
】

生
物
工
学
科
３
年
・
石
坂
真
一
く
ん
（
国
体
１０
ｍ
ｓ
６０
Ｍ

Ｊ
第
３
位
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
１
０
ｍ
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
第
３

）。 

位
○ 

卓
球
部
・「
こ
の
１
年
試
合
結
果
か
ら
」
昨
年
の
５
月 

１
日
の
中
国
地
区
予
選
か
ら
す
べ
て
の
試
合
記
録
が
寄

せ
ら
れ
た
。
ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
合
わ
せ
て
、
こ
の

１
年
で
延
べ
160
試
合
を
こ
な
し
た
。
特
に
思
い
出
す
の
は

年
の
５
月
の
備
北
総
体
で
あ
る
。
予
選
リ
ー
グ
で
吉
備

陵
、
高
梁
工
業
、
総
社
高
校
を
破
り
、
備
北
地
区
第
４

で
県
大
会
出
場
す
る
も
、
県
大
会
で
は
玉
野
光
南
に
０

３
で
負
け
る
。
あ
れ
か
ら
ほ
ぼ
１
年
。
１
・
２
年
生
の

第６号 
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ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
子
供
の
時

な
直
接
体
験
の
機
会
や
異
年
齢
者
と
の

少
な
い
こ
と
、
豊
か
で
成
熟
し
た
社
会

人
々
の
価
値
観
や
生
き
方
が
多
様
化
し

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
校
で
は
、

た
人
材
を
社
会
人
講
師
と
し
て
お
招
き

業
等
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
取
り

る
な
ど
、
学
校
外
の
社
会
に
触
れ
る
機

だ
け
多
く
し
、
変
化
の
激
し
い
社
会
の

生
徒
達
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
部
活
動

ィ
ア
活
動
等
を
通
し
て
生
徒
達
が
日
頃

い
人
間
関
係
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

（

昨北位―早
○ 

大
【
職１省とラ報がス差ど
 早が楽ま掃活
陽
光
】 

 
 
 
 
 
 

の
写
真
は
、
社
会
人
講
師
活
用

だ
い
た
池
田
牧
場
岡
山
店
店
長

物
飼
育
管
理
士
）
で
す
。
畜
産

約
百
分
の
講
義
を
し
て
い
た
だ

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
】
「
花
の
咲
か
な
い
寒
い
日
は
、
下
へ

へ
と
根
を
伸
ば
せ
。
」
山
梨
学
院
大
学
の
駅
伝
部
の
上

誠
仁
監
督
が
、
創
部
六
年
目
の
一
九
九
二
年
、
箱
根
駅

で
初
優
勝
を
飾
る
ま
で
、
そ
れ
ま
で
選
手
た
ち
に
言
っ

農
場
】
☆
農
業
経
済
科
で
春

ま
る
。
ナ
ス
・
シ
シ
ト
ウ
・
ピ

ト
マ
ト
・
ス
イ
カ
・
キ
ュ
ウ
リ

ク
サ
イ
・
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
、
約

農
の
春
の
ふ
れ
あ
い
市
（
４
月

域
の
皆
さ
ん
、
楽
し
み
に
し
て

と
な
ど
。
何
よ
り
も
英
語
で
話

聴
い
て
き
た
内
田
教
諭
の
英
語

イ
。 

そ界興物てそ

い
う
こ
と
。
単
に
ペ
ッ
ト
が

、
こ
れ
か
ら
の
動
物
産
業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
貴
重

勉
強
を
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
春
に
は
池
田
動
物
園
に
本

畜
産
科
学
科
卒
業
生
が
１
名
、
就
職
し
ま
す
。 
食ペしとっ簡っ可
 
 
 
 

 

事
業
で
本
校
に
来
て
い

池
田
毅
氏
（
一
級
愛
玩

科
学
科
１
年
生
を
対
象

き
ま
し
た
。 

の
野
菜
苗
の
種
ま
き
が

ー
マ
ン
・
ト
マ
ト
・
ミ

・
オ
ク
ラ
・
カ
ボ
チ
ャ
・

一
万
三
千
本
。
販
売
は

２３
日
（
土
）
）
の
頃
。

く
だ
さ
い
。 

さ
れ
た
こ
の
講
演
を
、
生

力
（
英
検
準
１
級
）
が
ス

の
中
で
、
ペ
ッ
ト
産
業

か
ら
見
た
人
間
社
会
の

味
深
い
話
と
し
て
、
動

園
の
前
に
子
犬
を
捨
て

い
く
人
。
鳥
が
か
わ
い

う
と
言
っ
て
焼
き
鳥
を

べ
る
人
の
話
。
ま
た
、

ッ
ト
は
家
族
の
一
員
と

て
飼
う
こ
と
が
大
切
だ

い
う
こ
と
。
ウ
ソ
を
言

て
ペ
ッ
ト
を
売
る
の
は

単
、
本
当
の
こ
と
を
言

て
売
る
の
は
大
変
だ 

愛
い
だ
け
で
は
勤
ま
ら
な


